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宇部市 木造住宅耐震診断報告書 

令和 7 年 7 月 日 
鎌田 弘二 様 

 
 
 
 令和 7 年 6 月 26 日あなたのご自宅を耐震診断いたしました。結果は次のとおりで

す。なお、この報告書は調査時点での診断状況ですので、その後の経年劣化に対して

は別途診断が必要となります。 
Ⅰ．個別所見 

①建物（上部構造）の耐震診断 

上部構造評点 

判 

 

定 

評 点（○印） 判 定（○印） 

 

 

0.94 

１．５以上 倒壊しない 

１．０～１．５未満 一応倒壊しない 

０．７～１．０未満 倒壊する可能性がある 

０．７未満 倒壊する可能性が高い 

 
②地盤・地形・基礎の耐震評価 

【地盤】 

地盤 対策 

記入欄 

（○

印） 

注意事項 

よい   丘陵地で、やや揺れにく

い土地。 普通   〇 

悪い 

(埋立地、盛

土、軟弱地盤) 

表層の地盤改良を行っている  

杭基礎である  

特別な対策を行っていない   

【地形】 

地形 対策 

記入欄 

（○

印） 

注意事項 

平坦・普通   〇 平坦地だが、スロープ地 

がけ地・急斜

面 

コンクリート擁壁  

石積み  

特別な対策を行っていない  
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【基礎】 

種類 対策 

記入欄 

（○

印） 

注意事項 

鉄筋コンクリ

ート基礎 

健全   束石の崩壊あり。対策必

要。 ひびわれが生じている  

無筋コンクリ

ート基礎 

健全  

ひびわれが生じている  〇 

玉石基礎 
足固めあり  

足固めなし  

その他 

(ﾌﾞﾛｯｸ基礎等) 

  

 
Ⅱ．総合所見 

① 建物の現状 
当該住宅は築後 50 年経過した軸組構法で建てられた瓦屋根の建物。外観は綺麗だ

が、床下は耐震的にも補修が必要。 

② 耐震性の有無とその程度 
正方形に近い形状は耐震的に有利。2 階は比較的強いが、1 階の X 方向は開口が多

く、補強が若干必要。 

③ 今回の診断では評価できない事項等 
筋交いの記録はあるが、金物の取り付けがあれば耐力は更にある。 

④ まとめ 
X 方向の耐力を若干上げる必要がある。台所の壁を 2 枚を低コスト工法で耐震補強

するのが良いと思われるが、それ以上に床下の健全化が耐震的にも望まれる。 

※今回は「精密診断法」と呼ばれる方法で耐震診断を行いました。 









■診断する建物が、次の建築歴史の中でどの位置にあるかを調べます。 
 
◎大正 08 年(1919 年)【市街地建築物法】 
が制定され、建築基準法の前身。 
◯大正 12 年(1923 年)＜関東大震災 M7.9＞ 
◯昭和 16 年(1941 年〜1946 年)第二次世界大戦、資材不足、法律は休眠状態 
◎昭和 25 年(1950 年)【建築基準法制定】 
地震力に対する必要壁量が制定。 
◯昭和 43 年(1968 年)＜十勝沖地震 M7.9＞ 
◎昭和 46 年(1971 年)【基準法改正】 
木造基礎は鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の布基礎定め。 
◯昭和 53 年(1978 年)＜宮城県沖地震 M7.9＞ 
 
＜＜＜1979 年 5 月竣工の診断建物は、この時代の建築法規の下で竣工＞＞ 
宮城県沖地震の翌年の建物で、基礎はコンクリートで、基準法制定後で新耐震基準の前なの
で、一応の耐力はあるだろうが、十分なものではないことが推定できます。この情報を頭に
入れて現地を調査します。 
 
◎昭和 56 年(1981 年)【新耐震基準】 
必要壁量改定、壁種類と倍率改定 
◯平成 07 年(1995 年)＜阪神大震災 M7.3＞ 
◎平成 12 年(2000 年)【住宅品質確保促進法制定】柱や筋交い端部は金物による接合が定め
られる。偏心の検討。（N 値計算：耐力壁周辺の柱頭柱脚接合部の検証法、4 分割法：耐力
壁の適切配置の検証） 
◎平成 16 年(2004 年)【木造住宅の耐震診断と補強方法】 
◯平成 17 年(2005 年)構造計算書偽装事件 
（姉歯事件） 
◎平成 19 年(2007 年)【瑕疵担保責任履行法公布】 
◯平成 23 年(2011 年)＜東日本大震災 M9.0＞ 
◎平成 24 年(2012 年)【木造住宅の耐震診断と補強方法の改訂】 
◯平成 28 年(2016 年)＜熊本地震 M7.3,M6.5＞ 
のような変遷があります。 



台所

No.1
内部：台所3.JPG

台所

No.2
内部：台所2.JPG

台所：耐震補強候補

No.3
内部：台所5.JPG

台所：耐震補強候補

No.4
内部：台所4.JPG

床の間

No.5
内部：和室1.JPG

現地調査
日付：2025年07月03日 22:41:01

建物コード：002504
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タイル張り。大きなひび割れはない。

No.6
内部：浴室.JPG

土台が薄い。束石としてブロックを使用。

No.7
内部：床下6.JPG

洗面

No.8
内部：洗面.JPG

台所

No.9
内部：台所.JPG

束石が崩れている。地震時に転ぶ

No.10
内部：床下1.JPG

現地調査
日付：2025年07月03日 22:41:01

建物コード：002504
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